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論文内容の要旨
【目的】 食道切除胃再鐙後の消化管運動には不明な点が多い。著者は雑種成犬を用い食道再建モデルを作
製し，術後の消化管運動について実験的に検討した。
【対象と方法】10-15kgの雑種成犬を全身麻酔下に開腹し，開腹のみ施行した対照群 (C群)，全幹迷走
神経切除を行った幹迷切群 (T群)， 胃底部を部分切除した胃底切除群 (F群)，腹腔内食道で切離，右胃
動静脈および右胃大網動静脈で栄養される胃管を作製したのち胃管口側後壁に食道を吻合した胃管群 (G
群)を各10頭ずつ作製した。各群には幽門輪より口側2佃，5 cmの胃前壁， JI[門側2佃，15佃の小脳壁に
sLrain ga.uge Lransducerを縫着.運動を記録観察した。術14日後に24時間の絶食後2時間にわたり消化
管運動を観察記録し， その後試験食 (15g /kg)を摂取させ，22時間観察した。また各群に幽門形成を附
加した群についても同様に観察した。
【結果】C，F群の空腹期には旧，門側へ伝播する interdigestivemigrating complex (IMC)が観察され
た。'1'， G群全例の卜三指腸以下にIMCを認めたが，胃管では不明瞭であり 向発性の強収縮波が多発し
た。またT，G群の胃における収縮力および運動量は， C， F群に比較して有意に低下していた。食後期
の運動。置はT群で有意に低下し， G群では摂食後0--60分でC群より大きかったが， 60"""120分で有意に
低下していたりG，F群の胃排出時間は， C群に比較して有意に短縮し。 T群のそれは遅延していた。各
群に幽門形成を附加した群についても検討したが，附加前と売が無く ，特に胃排出時間にも有意差を認め
なかった。
【.~察と結説】 空腹期の胃管運動には迷走神経の関与が大きいことが示唆された。 胃管の内容排出には迷
走神経切離による遅延と胃容量減少による促進が関与しているものと考えられた。全胃管はT群，細胃菅
はG群の如き運動様式となり，胃排出の面では細胃管の方が優れているものと考えられた。また幽門形成
は有効ではないことが示唆された。
本研究の要旨は，第45回日本消火器外科学会総会，10th13iennia.l Congress Asian Surgical Association， 
第37回日本平滑筋学会総会，第96回目本外科学会総会において発表したc
論文審査の結果の要旨
近年，胸部食道癌に対して食道亜全摘術， 3領域リンパ筋郭清が比較的安全に施行できるようになり，
再建臓器として胃が一般に用いられている。しかし，胃管による再建例では術後の体重回復不良例が多く，
胃再建後の消化管運動については不明な点が多い。食道癌の術後成績が向上した昨今，術後のH常生活の
向上に向けての対策が必要である。本研究は雑種成犬を用い食道再建モデルを作製し，術後の消化管運動
を観察し，その改善に資することを目的としたものである。
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まず1O-15kgの雑種成犬を全身麻酔下に開腹し.開腹のみ施行した対照群 (C群).全幹迷走神経VJ除
を行った幹迷切群 (T群)，胃底部を部分切除した胃底切除群 (F群)，腹腔内食道で切離，右胃動静脈お
よび右胃大網動静脈で栄養される胃管を作製したのち胃管口側後壁に食道を吻合した胃管群 (G群)を各
10頭ずつ作製した。各群に幽門輪より口側2帆 5cmの胃前壁，旺門側2cm， 15cmの小腸壁にstraingaugc 
transduccrを縫着.運動を観察した。また各群には幽門形成を併設した群についても同様に観察した。
その結果，'C.F群の空腹期には虹門側へ伝播する interdigestivemigrating complex (JMC)が観察
された。しかしT，G群全例の十二指腸以下にIMCを認めたが，胃管では不明瞭で、あり，自発性の強収縮
波が多発した。またT，G群の胃における収縮Jおよび運動量はC.F群iこ比較して有意に低下していた。
食後期の運動量はT群で有意に低下し， G群では摂食後0....60分でC群より大であったが， 60....120分で
有意に低下していた。 G.F群の胃排出時間はC群に比較して有意に短縮し T群のそれは遅延していた。
各群に幽門形成を併設した群についても検討したが併設前と差が無く，特に胃排出時間にも有意差を認
めなかった。したがって空腹期の胃運動には迷走神経の関与が大きいことが示唆された。胃管の内容排出
には迷走神経切離による遅延と胃容量減少による促進が関与していた。また臨床で用いられている全胃管
はT群.細胃管はG群に類似していることから，胃排出の面では網胃管の優位性が示唆された。なお幽門
形成は胃内容排出に有効ではないことも明らかにされた。
これらの知見は胃管再建後の消化管運動を明らかにし，胃管作製ひいては食道癌術後患者の愁訴改善に
寄与する点が少なくないと考えられる。よって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判
定された。
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